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【授業目標・教育方針】
この講義は、社会政策に関する基礎的な理解を深め、日本の社会問題を幅広い視野から考察する力を養うことを目標
とする。

【授業概要】
・この講義は、具体的な事例を取り上げて、基礎的概念や手法の修得するよう、講義形式で解説していく部分と、自
ら調査・整理した主張・意見を発表していく部分からなる。
・なるべく最新の時事問題を取り上げ、解説を行うため、最初の講義にて詳細は説明する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書を指定しない。
参考書として、岩田規久男「日本経済をみる」（ちくま新書、2005）、大竹文雄「経済学的思考のセンス」( 中公新書、
2005) などをあげる。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業中に、１回のグループ報告を行い、成績評価に組み込む。

【メッセージ】
しっかりと授業には集中すること。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：45%，レポート：15%，その他：授業中の報告

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：社会政策）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション ・現代社会における諸問題を多面的に把握する力をつ
けるための導入を行う。

2 － 7 回 社会政策の主な領域 ・労働政策
・労使関係政策
・労働時間
・賃金

うち１回は中間試験

8 － 11 回 雇用・失業問題と社会政策 ・戦後日本の雇用・失業と社会政策の展開
12 － 15 回 今日の男女平等と社会政策 ・女性の職場進出と労働条件

・男女雇用機会均等法
・社会保障とその課題

授業中の報告
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